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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・服部　英喜様～持参薬9/14から当院処方へ切り替え、臨時薬同内容で6日分処方となる。
・神成　信俊様～持参薬9/16から当院処方へ切り替えとなる。

・澤田　七太郎様～血糖測定は中止、今後は採血結果(HbA1c)にて確認していくとの事。食事摂取量、意識レベルの変動に注意するようにとの指示あり。
・小向　清志様～点滴は終了抜針、抗生剤のみ継続で明日より4日分処方となる。意識レベル改善し、バイタルサインも異常無い為心電図モニターも中止の指示あり。今後血圧低値続くようであれば降圧剤中止を検討するとのこと。
　　　　　　　　また、食事時むせ込みある為、本日昼より粥・キザミ、全トロミへ変更となる。
・佐々木　ハル様～義歯がなく咀嚼出来ずにいる為、本日昼より粥・常菜→粥・キザミへ変更となる。
・成田　真依様～食事量多いとの訴えあり、今夕から常食→軽食へ変更となる。また、田名部Drよりスマホ使用許可あり。

・神成　信俊様～9/18 10:30介護認定調査のため、階上町役場　松原様来院予定。
・久保　興介様、成田　真依様～田名部Drより西病棟への移動許可あり。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察開始。開放中は書き物をして過ごされている。時折強要行為あるも他者トラブルなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察開始。開放中はホールにて過ごされている。不穏さや幻聴の訴えなく対面時穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・袴田　将志様～時間隔離中。自室にて臥床傾向で経過。妄想様の発言等なく対面時穏やか。過度な飲水要求なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　龍矢様～終日隔離中。朝食、昼食共に拒否あり不食、水分摂取促している。拒薬なし。臥床傾向で経過。ドア蹴り、ドア叩きあるも一時的。引き続き精神症状や薬剤変更に伴う身体状態の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～身体拘束中。午後より37.9℃の発熱あり、クーリングにて対応。両上肢、両足背の浮腫は持続。経管栄養はトラブル無く経過。活気無く閉眼して過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞

・藤井　崇史様～ホールにて過ごされている。多弁さや妄想様の発言あるも対面時穏やか。他者トラブルなし。
・小向　清志様～バイタルサイン異常無し。声掛けにも返答聞かれており、意識レベルは清明。朝食はむせ込みあり1/4のみ、昼食は全量摂取出来ている。
・田村　真紀子様～ホールにて過ごされている。不穏さなく対面時穏やか。

・中居　松男様～朝食、昼食概ね摂取。服薬の拒否も無い。スタッフへの話し掛けあるも内容聞き取れず。不穏さや他室侵入なし。

・成田　真依様～自室やホールにて過ごされている。不調の訴え無し。発語はなく、筆談やジェスチャーにて対応している。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・河原木　泰志様～定期薬同内容にて処方継続。
・藤井　崇史様～定期薬同内容にて処方継続。
・田村　真紀子様～来週定期よりハロペリドール1.5mg→6mgへ増量、他同内容で処方となる。

・中居　松男様～定期薬同内容にて処方継続。
・和田　昌様～定期薬同内容にて処方継続。

＜新入院患者様情報1＞
氏　　名：児玉　純子（こだま　じゅんこ）様

　生年月日：平成9年7月14日　22歳

　病　　名：摂食障害・強迫性障害

　性　　別:女性

　　主治医:田名部Dr

　入院形態:任意入院

　病　　棟：東病棟Bユニット　

　

　(経過）

　H29年頃からダイエット目的にて食べては嘔吐するという事を繰り返していた。目標体重とはなったが、以降も自身で過食・嘔吐する行動を止められなくなり、H30.2.14あおぞらクリニック初診。以降通院継続していた。H30.9.21市販薬のカフェイン錠を大量服薬し岩手医科大学付属病院へ救急搬送され同日同院入院となる。その後はあおぞらクリニックへの通院一時中断していたがH31.4.10より再度通院治療再開している。眩暈等の身体症状や栄養不足状態（体重は現在35kg）が出現し、本人も危機感が強いがどうしても改善できず、精神的に疲弊し希死念慮も出現。R1.9.11あおぞらクリニックを母様同伴にて受診。自分自身では制御不能との事で入院環境での療養と治療を提案したところ、本人、母様共に同意。R1.9.13当院初診、環境調整目的にて東Bユニットへ任意入院となる。　　

※家族洗濯
※売店利用可
※スマホ使用許可あり。
※体重は本人希望時に測定して良いとの事。
＜新入院患者様情報2＞
氏　　名：佐々木　理佳（ささき　りか）様

　生年月日：昭和57年7月24日　37歳

　病　　名：統合失調症

　性　　別：女性

　　主治医：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Dユニット

　(経過）

　H17年（18歳）被害妄想、注察妄想を呈し発病、八戸市立市民病院へ入院。その後も怠薬から入退院を繰り返している。社会復帰目的でH29年6月30日に当院に転入院となっている。症状軽減し、H29年10月12日退院、外来通院に切り替わりDCも利用している。幻聴や妄想が続きながらも入院せず経過していたが、今年に入り自身でハローワークへ行き就職するも幻聴が強く仕事へ行けないなどの理由で継続して仕事が出来ず退職。幻聴が強

いため担当医からは入院にて薬剤調整を提案されるも、本人様入院に対して拒否的で再就職先を探すなどして外来通院、デイケアへ行っていた。R1.9.3の定期受診時自ら入院して薬剤調整を希望しているが、9/13主治医診察の結果、本人に病識がなく現実検討力は著しく低下しており入院治療に同意することができない状態であったため薬剤調整（クロザピン導入）目的にてR1年9月13日、東病棟Dユニットへ医療保護入院となっています。

※家族洗濯。1週間に1回程度来院予定だが、来院できない事が続くようであれば業者洗濯への切り替えを検討するとの事。
※クロザリル導入予定。母様からは同意得ている。本人は副作用を気にしており導入に対しては否定的。
